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Chapter 3 Circuit Subdivision 
Tutorial

このﾁｭｰﾄﾘｱﾙでは、ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝの追加方法、回路をｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞす
る方法、そして最終的なﾈｯﾄﾘｽﾄの解析方法を学びます。ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝの
結果の正確さとﾒﾓﾘを節約できるということを説明するために、この
ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝの結果と完全な回路の解析を比較してみます。回路の
ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝと subdividerの使用法の詳細は Sonnet User’s Guideの第 13
章 “Circuit Subdivision” をご覧ください。
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縁部が電磁結合したﾏｲｸﾛｽﾄﾘｯﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰであるこの回路は、ﾕｰｻﾞ
がｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞする回路の１つのｼﾝﾌﾟﾙな例です。更に、これはあまりよ
いﾌｨﾙﾀｰの設計ではありません。この回路は回路のｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝの説明
を明快にしようという目的で選ばれました。 

以下のようにこの回路を 5つのｾｸｼｮﾝに分割するために 4本の垂直な
ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを使ってみましょう。

Obtaining the Example File
この例題では、例題ﾌｧｲﾙ subdivide.son を使用します。このﾌｧｲﾙは Sonnet 
の例題から入手することができます。Sonnetの例題ﾌｧｲﾙの入手方法につ
いては、いずれかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾒﾆｭｰから Help ⇒ Examples を選択し、次に 
Instructions ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 PDF ﾌｫｰﾏｯﾄを使ってこの節をお読みに
なっている場合は、上のﾘﾝｸをｸﾘｯｸしてください。
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1 Project editorでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ  subdivide.son をｵｰﾌﾟﾝします。 

以下のような回路が表示されます。 

Adding the Subdivision Lines
回路のｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝの最初のｽﾃｯﾌﾟは、Sonnet User’s Guideの 207 ﾍﾟｰｼﾞ
の “Choosing Subdivision Line Placement”で述べたとおり、回路を分割し
たいと思う場所を示すｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを置くことです。 
ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝは、そのﾗｲﾝに渡って電磁結合が問題とならない位置に
置くべきです。ここで使用する例題の中でｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを置くのに
最もよい場所は回路の中の結合線路の上の不連続部からできるだけ離れ
た地点です。従って、対になっている各々の結合した図形のまん中に垂
直のｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを置きます。

各々の対になっている図形は x方向が 595 milです。ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝは
ｸﾞﾘｯﾄﾞ上に置かなくてはなりません。これがｸﾞﾘｯﾄﾞ上にある状態で中間
点までの最も近い値は 295 milです。１本めの subdividerのために、長さ
が  100 milの給電線を考える必要があります。従って、１本めのｻﾌﾞﾃﾞ　
ｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝは、左のﾎﾞｯｸｽ壁から 100 mils + 295 mils = 395 milのところに
置くべきです。
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2 ｼﾌﾄｷｰを押したままproject editorのﾒﾆｭｰからTools ⇒ Add Subdividerを選
択します。

TIP
ｼﾌﾄｷｰを押したままにすると、複数回ｺﾏﾝﾄﾞを選択する必要なく、複数の
ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを入力することができます。 

Add Subdivider ｺﾏﾝﾄﾞを選択した時には、回路の中にはｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝ
はなかったので、 Subdivider Orientation ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されま
す。

回路の中では、すべての subdividerは、基板上では垂直 (上下 )方向ま
たは水平 (左右 )方向になっているはずです。 

3 Vertical ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、 subdividerに垂直方向を選択します。

これにより、回路に連続して追加されるすべての subdividerにこの方向
が設定されます。 

Tools ⇒ Add Subdividerを選択すると、このﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽは再び表示され
ることはありません。新しい subdivider は同じ方向であると仮定します。
すべての subdividerが回路から削除されると、  Add Subdivider ｺﾏﾝﾄﾞが再
び使用される時にこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。 

4 OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてこれらの選択を適用しﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｸﾛｰｽﾞします。

ｶｰｿﾙが変わって、ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを追加していることを示します。そ
して、ｶｰｿﾙとともに動く１本の線が現れます。 
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5 ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰに表示されるｶｰｿﾙ位置の X 座標が 395.0 になるまでｶｰｿﾙを移動
し、ｸﾘｯｸします。

Subdivider を示す１本の線が、画面でｸﾘｯｸした点を通過する垂直面として表示さ
れます。回路の各ｾｸｼｮﾝには、今 “s1” と “s2”とﾗﾍﾞﾙがつけられています。
ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝのｾｸｼｮﾝは左から右へ、または上から下へと、その方向によって
ﾗﾍﾞﾙがつけられます。これらのﾗﾍﾞﾙは常に連続した数字であり、修正はできま
せん。

ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝは常にｸﾞﾘｯﾄﾞにｽﾅｯﾌﾟされ、お互いの上に置くことはできませ
ん。いったん subdividerが回路へ追加されると、図形の中で他のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを編集
するのと同じように、 subdivider を編集できます。Subdivider をｸﾘｯｸして、移動す
ることができます。project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから View ⇒ Object Visibility を選択
して起動される Object Visibility ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽの中で、subdividerの線やﾗﾍﾞﾙの表
示をｺﾝﾄﾛｰﾙすることもできます。 

結合線路の各々の線分が 595 milで、その中間地点にｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを
置きたいとしたら、その後に置く各ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝは、回路の右方向
へ更に 595 milのところに置くべきです。従って、2本めのｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝ 
ﾗｲﾝは左のﾎﾞｯｸｽ壁から 990 milのところへ置くべきです。

6 ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰに表示される X 座標が 990.0 になるまでｶｰｿﾙを移動し、ｸﾘｯｸし
て 2本めのｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを置きます。

画面にｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝが表示され、各ｾｸｼｮﾝは以下のようにﾗﾍﾞﾙがつけ
直されます。
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7 左のﾎﾞｯｸｽ壁から 1585 milと  2180 milのところに subdividerを追加しま
す。

すべてのｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝを追加し終わったら、ｴｽｹｰﾌﾟｷｰを押して、 
pointer ﾓｰﾄﾞに戻ります。今、回路は以下のようになっているでしょう。

Setting Up Circuit Properties
この例題では、ﾎﾞｯｸｽのｻｲｽﾞ、誘電体層、金属の材質などの回路の
ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨは既に例題回路の中に入力されています。ｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞの結果と
して作成されたすべてのｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに使用される ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨがあるので、
ｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞを実行する前に回路のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを入力しておくことが大切で
す。所望のすべてのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを入力していないと、各ｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの中で
別々にそれらのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを入力したり、またはおおもとのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを修
正してｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞを再び実行しなくてはなりません。 

この例題では、Hierarchy Sweepを onにして adaptive ｽｨｰﾌﾟ (ABS) を使っ
てﾈｯﾄﾘｽﾄを解析します。  Hierarchy Sweep ｵﾌﾟｼｮﾝを使用すると、ﾈｯﾄﾘｽﾄの
すべてのｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを解析するためにﾈｯﾄﾘｽﾄの解析ｺﾝﾄﾛｰﾙの設定が使
用されます。回路の所望の周波数帯域は、 2.3 GHz から 2.5 GHz まで解析
されます。Adaptive ｽｨｰﾌﾟはおよそ  300 のﾃﾞｰﾀ点を出力します。  Adaptive 
Band Synthesis の技法についての詳細は、 Sonnet User’s Guideの第 9章 “ 
Adaptive Band Synthesis (ABS)”をご覧ください。



Chapter 3  Circuit Subdivision Tutorial

53

8 ﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Analysis ⇒ Setup を選択します。

Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。 

9 まだ選択されていなければ、 Analysis Control ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾘｽﾄから Adaptive 
Sweep (ABS)を選択します。

これにより adaptive ｽｨｰﾌﾟが解析の種類に選択されました。 Adaptive ｽｨｰﾌﾟ
では指定された周波数帯域に渡って細かい分解能の応答ﾃﾞｰﾀを得ること
ができます。選択された解析の種類によって、ﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽが更新さ
れることにご注目ください。
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10 Start ﾎﾞｯｸｽに 2.3 、Stop ﾎﾞｯｸｽに 2.5 と入力します。

これで解析する周波数帯域が設定されます。 ｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞが実行される
と、この解析の設定はﾒｲﾝのﾈｯﾄﾘｽﾄとすべての図形ｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの中に複 
写されます。以下のような Analysis Setup ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

11 OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてこの解析の設定を保存し、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｸﾛｰｽﾞします。

12 ﾒｲﾝﾒﾆｭｰから File ⇒ Save を選択します。

ｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞを実行する前にﾌｧｲﾙを保存する必要があります。ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝﾗｲﾝは
もとのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの一部として保存されます。

Subdividing Your Circuit
実際のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝはｿﾌﾄｳｪｱによって行われますが、その結
果できるﾒｲﾝのﾈｯﾄﾘｽﾄﾌｧｲﾙと生成されるｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのために名前を入力
しなくてはなりません。またｵﾌﾟｼｮﾝによって、ｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへ追加され
る給電線の長さも定義します。 

不連続部とﾎﾞｯｸｽ壁が相互作用することを避けるために、回路のいろい
ろな部分の不連続部をﾎﾞｯｸｽ壁から離れた所に移動する必要がある時に
は、給電線をｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加するべきです。 
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このことにより、回路の各部分のより高い精度の解析結果を得られま
す。追加される給電線はどんな金属の種類が割り当てられていても、無
損失の金属です。

Sonnet のｿﾌﾄｳｪｱは、給電線にﾃﾞﾌｫﾙﾄで推奨値を提示しますが、ﾕｰｻﾞが値
を入力することもできます。

13 Project editorのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから Tools ⇒ Subdivide Circuit を選択します。

Circuit Subdivision ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されます。

14 ﾃﾞﾌｫﾙﾄで “subdivide_net.son”という名前が  Main Netlist Project ﾃｷｽﾄ入力
ﾎﾞｯｸｽに入ります。

この名前は、ｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞによってできた図形ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを連結するﾒｲﾝの
ﾈｯﾄﾘｽﾄに使用されます。ﾃﾞﾌｫﾙﾄの名前は、ｿｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾍﾞｰｽ名に “_net” 
をつけ加えたものです。使いたいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を使用できますが、
ｿｰｽﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名とは異なる名前にしてください。

結果のﾌｧｲﾙが作成されるﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを変更したい場合は、 Browse ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ
してﾌﾞﾗｳｻﾞｳｨﾝﾄﾞｳをｵｰﾌﾟﾝします。既に存在するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙを選択す
ると、既に存在するそのﾌｧｲﾙを上書きしたいかどうかというﾒｯｾｰｼﾞが表
示されます。 



Sonnet Supplemental Tutorials

56

15 OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてその名前を設定し、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽをｸﾛｰｽﾞします。

以下のような Subproject Specifications ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが画面に表示されま
す。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽでｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞの実行によってできた各々の図形
ｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに名前を入力することができます。  ｾｸｼｮﾝ番号のついたﾒｲﾝの
ﾈｯﾄﾘｽﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名から構成されるﾃﾞﾌｫﾙﾄ名が用意されますが、これは編
集できません。この例題ではﾃﾞﾌｫﾙﾄ名を使います。 

ｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前はﾕﾆｰｸ ( 他で使っていない )で、ｿｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名やﾒｲﾝ
のﾈｯﾄﾘｽﾄ名とは異なる名前でなくてはいけません。

給電線の長さには推奨の長さが既に選択されています。無損失の金属で
できたこの給電線は、ｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞが実行された時に生成されるﾎﾟｰﾄに
追加されます。

ﾕｰｻﾞが自分で給電線の長さを入力する時は、 fixed length ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝを選択
し、それに対応するﾃｷｽﾄ入力ﾎﾞｯｸｽの中にその値を入力します。給電線
を追加したくない場合は、 None ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝを選択します。 
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16 Subdivide ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞを実行します。

ﾕｰｻﾞが入力した名前を使ってﾒｲﾝﾈｯﾄﾘｽﾄとｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成されます。
ﾒｲﾝﾈｯﾄﾘｽﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが project editorの中でｵｰﾌﾟﾝされます。

ﾒｲﾝのﾈｯﾄﾜｰｸは subdivide_net として定義され、2つのﾎﾟｰﾄを持っていま
す。これは、ｿｰｽ回路に対応しています。各ｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに１つの
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ (PRJ) 入力行があります。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ行には、解析周波数のｿｰｽの
設定が含まれています。Hierarchy sweepがﾃﾞﾌｫﾙﾄで onになっています
が、この時ﾈｯﾄﾘｽﾄの周波数ｽｨｰﾌﾟは、すべてのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ素子に適用され
ます。これを offにした場合は、ﾕｰｻﾞの ｽｨｰﾌﾟを使用したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ設定が表示されます。 

以下ははじめの 2つのｾｸｼｮﾝ subdivide_net_s1.son と subdivide_net_s2.son
の図形を描いたものです。 subdivide_net_s1.sonでは、参照面のついた給
電線はｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞによって作成されたﾎﾟｰﾄ 2とﾎﾟｰﾄ 3だけで、
ｿｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに含まれているﾎﾟｰﾄ１にはつけられていないこと に注意し



Sonnet Supplemental Tutorials

58

てください。  subdivide_net_s2 のすべてのﾎﾟｰﾄは、それらはすべて
ｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞによって作成されたので、給電線を持っています。給電線
はすべて無損失の金属であることに注意してください。 

Analysis of the Network File
このﾌｨﾙﾀｰの解析を完了する最後のｽﾃｯﾌﾟは、ｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞによって作成
されたﾈｯﾄﾘｽﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを解析することです。 もとのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに入力した
解析ｺﾝﾄﾛｰﾙは、ﾕｰｻﾞがﾈｯﾄﾘｽﾄを解析するために使用したいと思うｺﾝﾄﾛｰﾙ
なので、解析の設定は既に終了しています。ﾈｯﾄﾘｽﾄ上で 2.3 GHz から 2.5 
GHz までの adaptive ｽｨｰﾌﾟが実行されます。 

17 ﾈｯﾄﾘｽﾄを含む project editor ｳｨﾝﾄﾞｳをｸﾘｯｸし、これをｱｸﾃｨﾌﾞﾌｧｲﾙにしま
す。

これは、ﾈｯﾄﾘｽﾄのﾀｲﾄﾙﾊﾞｰが強調表示されることによって、ｱｸﾃｨﾌﾞに
なったことが示されます。

TIP
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｳｨﾝﾄﾞｳのﾀｲﾄﾙﾊﾞｰの上をｸﾘｯｸするか、またはﾒｲﾝﾒﾆｭｰのWindows 
ﾒﾆｭｰからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを選択することによって、project editorのｱｸﾃｨﾌﾞな
ﾌｧｲﾙをｱｸﾃｨﾌﾞでないﾌｧｲﾙに切り替えることができます。

Added Feedlines
Original Port

subdivide_net_s1.son subdivide_net_s2.son
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18 Analyze ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾈｯﾄﾘｽﾄの解析を実行します。

解析ﾓﾆﾀｰが画面に表示されます。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ legend は subdivide_net_s1.son が解析されていることを示してい
ます。Em は 5つのｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの各々を adaptive ｽｨｰﾌﾟし、それから得
たﾃﾞｰﾀを使ってﾈｯﾄﾜｰｸを解析します。ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾊﾞｰの下にｽﾃｰﾀｽﾒｯｾｰｼﾞが
表示されます。

2つの著しい結果が見られます。ﾈｯﾄﾘｽﾄの解析ﾃﾞｰﾀともとになる回路か
らの解析ﾃﾞｰﾀ比較と、各々の解析に使用された時間とﾒﾓﾘの量の比較で
す。Sonnet の例題から入手できる例題 sub_whole.son の中に、解析ﾃﾞｰﾀを
含んだｿｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾌｧｲﾙが用意されています。



Sonnet Supplemental Tutorials

60

下のｸﾞﾗﾌはﾈｯﾄﾘｽﾄの 解析結果と、ｿｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの解析結果を示していま
す。

ご覧のように、この 2つの解析結果には大変よい一致が見られます。
ﾈｯﾄﾘｽﾄに要した時間は、その回路を全体として解析するのに要した時間
よりは長くかかりました。これはわかりやすくするために選ばれた
ｼﾝﾌﾟﾙな例なのですが、回路のｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝの利点は、より大きな回路
でのみわかります。 

回路のｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝを使用すると、大きな回路の解析に必要なﾒﾓﾘ量が
少なくなります。各々のｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、全体の回路よりも少ない
ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝを解析するだけですみます。この効果は、次のﾁｬｰﾄで示すよう
に、ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝの数が増えるに従って、計算時間と必要ﾒﾓﾘ容量が急に増
えるので 、どのような解析でもｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ数が減るという結果となりま



Chapter 3  Circuit Subdivision Tutorial

61

す。 この例では、ﾌｨﾙﾀｰの回路全体には 2,006 ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝが必要でしたが、
最も大きな部分には 1,400 ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝ そして最も小さな部分には 854 
ｻﾌﾞｾｸｼｮﾝだけが必要でした。

多くの大きな回路では、 Sonnetの自動回路ｻﾌﾞﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝ機能を使用する
と、 emを使う効果が大変向上します。

Additional Improvements
回路をより効果的につくる方法が他に 2つあります。 自動の給電線を追
加しないこと、そしていくつかのｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは実質的には同じもので
あるという事実を利用できます。

説明のために、このﾁｭｰﾄﾘｱﾙは、推奨の長さを使ってｻﾌﾞﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞの実行
によって生成されるすべてのﾎﾟｰﾄに給電線を追加しました。給電線は、
相互作用を防ぐために、ｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの不連続部を、ﾎﾞｯｸｽ壁から十分に
離れたところに移動するために追加されます。 この例題の場合、不連続
部が存在しないか、または不連続部は既にﾎﾞｯｸｽ壁から十分に離れてい
るので、給電線を追加する必要はありません。

Time &
Memory

Number of Subsections

Piece wise
Analysis

Full Filter
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Subprojects Specifications ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで Noneを選択することによって、
給電線を除外すると、ﾈｯﾄﾘｽﾄの解析は 以前よりも 1.5倍速くなります。

処理時間を減らす最後の方法は、ﾈｯﾄﾘｽﾄの中でより少ないｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
を使って回路を作成する方法です。回路の図形と応答ﾃﾞｰﾀを観察する
と、 subdivide_net_s1.son と subdivide_net_s5.son は事実上、同一のもので
す。 subdivide_net_s2.son と subdivide_net_s4.sonにも同じことがいえます 3
つのﾌｧｲﾙ subdivide_s1.son、 subidivide_net_s2.son 、 subdivide_net_s3.sonのみ
を使用して、回路全体を作成するためにﾒｲﾝのﾈｯﾄﾘｽﾄ subdivide_net.son を
編集することができます。 このことにより、5つのｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのうち、
2つのﾃﾞｰﾀを計算する必要がなくなります。この解析は、給電線と 5つの
すべてのｻﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを使う解析よりも 2倍速くなります。




